
様式第2号

518 　　令和　7年　5月　28日現在

所属先名称

役職名

捕獲手法　　 侵入防止技術 周辺環境整備 地域合意形成 データに基づく計画立案

野生動物管理（生息調査含む） ICT機器の活用（捕獲通知等） 処理（焼却・減容化）

シカ イノシシ サル クマ（ツキノワグマ・ヒグマ）

ハクビシン アライグマ アナグマ

カラス カモ ヒヨドリ スズメ ムクドリ

全国 北海道 東北 関東 北陸 東海

近畿 中国 四国 九州 沖縄

鳥獣プロデータバンク　 鳥獣保護管理プランナー

鳥獣保護管理調査コーディネーター

ジビエ利活用コーディネーター

518 　　令和　7年　5月　28日現在

捕獲手法　 侵入防止技術 周辺環境整備 地域合意形成 データに基づく計画立案

野生動物管理（生息調査含む） ICT機器の活用（捕獲通知等） 処理（焼却・減容化）

その他（各種研修会、麻酔銃捕獲、人獣共通感染症調査等 ）

シカ イノシシ サル クマ（ツキノワグマ・ヒグマ）

ハクビシン アライグマ アナグマ

カラス カモ ヒヨドリ スズメ ムクドリ

その他鳥獣（　　 ）

対策の種類

※該当に✓を記入

対象獣種

※該当に✓を記入

活動の内容

活動期間

地域

　　2010年 から 現在

　　青森県、岩手県、山形県、宮城県、福島県、千葉県、岐阜県、福井県、滋賀県、和歌山県、香川県、高知県等

ニホンザルにおける府県の特定鳥獣管理計画や市町村の地域実施計画の素案や作成補助を実施。
府県や市町村内の広域生息状況調査や各群れの性年齢別個体数、加害レベル判定、個体識別などの調査を実施。
麻酔銃、箱わなによる生体捕獲、装薬銃での威嚇捕獲、大型檻による多頭捕獲や群れ捕獲をICTを用いて実施。
市街地等に出没する人身被害発生個体または発生リスク個体の麻酔銃捕獲の実施。
捕獲個体へのGPS首輪装着による行動調査や血液サンプル等を研究機関と共同調査研究を実施。
集落環境点検を実施し、その地域の住民および行政等と合同で獣害に強い地域作りを実践。
上記等の経験を踏まえ、行政、猟友会、住民への各種研修会講師として保護管理や被害防除について研修実施。

⑫活動実績

⑦ 対象鳥獣
※該当に✓を記入

　農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー登録票（活動実績）

　農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー登録票（基本情報）

①
ふりがな みき　きよまさ

氏名 三木 清雅

⑥ 専門分野
※該当に✓を記入

その他（各種研修会、麻酔銃捕獲、人獣共通感染症調査等）

④ 所属先
合同会社日本サル対策加速化事業所

代表社員

その他鳥獣（　　　　　　　　　　）

⑧ 対応可能地域
※該当に✓を記入

その他※特定の都道府県、地域（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑨ 免許、資格及び登録状況
※該当に✓を記入

狩猟免許　　（ 銃：取得年 H20年から現在　、　わな： H20年から現在 ）

鳥獣保護管理捕獲コーディネーター

鳥獣管理士（　　　　　　）級

その他（　e-Rad　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


